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１
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
状
況

 

2
 

○
撤
退
し
た
民
間
バ
ス
路
線
を
引
き
継
ぎ
、
町
内
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行

 
 

 
※
現
在
、
８
路
線
３
３
系
統
を
運
行

 

○
年
間
総
走
行
距
離
は
、
約
６
０
万
キ
ロ

 



２
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
状
況

 

3
 

○
年
間
利
用
人
数
は
延
べ
３
５
万
人

 
○
利
用
状
況
は
、
時
間
帯
・路
線
に
よ
っ
て
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
が
、
山
村
地
域
に
お
い
て
は
、
「こ
の
地
域
ま
で
バ
ス
が
伸
び
て
い
る
こ
と
が

 
 
重
要
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る

 



３
．
直
面
す
る
課
題

 

4
 

 
 

 
 

 
 

 
 
○
広
大
な
町
域
を
有
す
る
た
め
、
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
幹
線
道
路
の
運
行
で
精
一
杯
で
、
個
別
集
落
の
巡
回
ま
で
は

 
 

 
 

  
 
で
き
て
お
ら
ず
、
依
然
と
し
て
交
通
空
白
地
が
残
っ
て
い
る
。

 
 

 
 

  
○
町
内
の
高
齢
化
率
は
３
０
％
を
超
え
て
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
６
０
％
に
迫
る
地
区
も
あ
る
中
、
買
物
や
診
療
所
へ
の
往
復

 
 

 
 

 
 

 な
ど
、
生
活
に
不
便
を
抱
え
る
高
齢
者
が
増
え
て
き
て
い
る
。

 

 
 

  
  
  
  
○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
経
費
は
年
間
約
２
．
１
億
円
で
、
う
ち
運
賃
収
入
約
４
千
万
円
を
除
い
た
約
１
．
７
億
円
を
町
が
負
担

 
 

 
 

  
 
し
て
い
る
。

 
※
町
負
担
の
う
ち
、
県
か
ら
３
．
５
千
万
円
の
補
助
あ
り
。

 

  
  
  
  
○
利
用
者
及
び
運
賃
収
入
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
町
負
担
が
年
々
増
加
し
て
い
る
中
、
さ
ら
な
る
路
線
の
拡
張
は
、
財
政
的
に
も

 
 

 
 

 
 
厳
し
い
と
こ
ろ
。

 

◆
交
通
空
白
地
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い

 

◆
町
の
経
費
負
担
は
年
々
増
加
し
て
い
る

 

 
 

  
 

 
 ○
タ
ク
シ
ー
の
営
業
所
は
町
中
心
部
に
し
か
な
く
、
そ
こ
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
域
で
は
、
費
用
的
に
も
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
は

 
 

 
 

 
 
困
難
。

 
 

 
 

 ○
一
部
地
域
に
お
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
空
き
時
間
帯
を
活
用
し
た
無
料
の
「福
祉
バ
ス
」
を
運
行
し
て
い
る
も
の
の
、
広
大

 
 

 
 

  
 
な
町
域
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
、
車
両
の
増
や
運
転
手
の
確
保
な
ど
、
莫
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

 
 

 
 

 ○
「
た
と
え
週
に
１
度
で
も
、
相
応
の
負
担
を
し
て
で
も
い
い
か
ら
、
何
と
か
生
活
の
足
を
確
保
し
て
も
ら
え
な
い
か
」と
の
悲
痛
な
声

 
 

 
 

 
 
も
聞
か
れ
る
。

 

◆
公
共
交
通
の
限
界

 



４
．
解
決
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
問
題
点

 

5
 

  
 
◆
運
送
主
体
に
つ
い
て
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
「法
人
格
の
な
い
自
治
会
」で
あ
っ
て
も
受
け
手
と
な
り
得
る
団
体
が
あ
る
が
、
法
の
規
定

 
 

 
 

 に
よ
り
実
施
が
で
き
な
い
。

 
  

 
◆
逆
に
、
特
に
山
村
地
域
に
お
い
て
は
、
認
可
地
縁
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
っ
て
も
、
人
的
・
財
政
的
に
基
盤
が
弱
く
、
受
け
手
と
し
て

 
 

 
 

 な
り
た
た
ず
、
ニ
ー
ズ
は
あ
っ
て
も
担
い
手
が
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
う
い
う
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
に
根
付
い
た
企
業
が
、
地
域

 
 

 
 

 貢
献
活
動
（
非
営
利
）
と
し
て
、
受
け
手
に
な
っ
て
い
た
だ
く
選
択
肢
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 
  

 
◆
さ
ら
に
は
、
利
用
対
象
者
に
つ
い
て
、
「
事
前
に
登
録
し
た
住
民
な
ど
」に
限
定
を
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
の
な
い

 
 

 
 

 山
村
地
域
に
お
い
て
は
、
観
光
客
の
足
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
事
前
登
録
者
に
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
か

 
  
  
  
 疑
問
で
あ
る
。

 
   
 
◎
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
柔
軟
な
対
応
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

 

    
 

 
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
だ
け
で
は
、
十
分
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
が
確
保
で
き
な
い
場
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

 
 

 
認
可
地
縁
団
体
な
ど
が
運
送
主
体
と
な
り
、
事
前
に
登
録
し
た
住
民
な
ど
の
運
送
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

 
 

【
現
実
的
問
題
点
】

 
 

○
以
上
の
課
題
を
踏
ま
え
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
生
活
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
交
通
の
「
共
助
」
が
必
要
と

 
 

 考
え
る
。

 

「
過
疎
地
有
償
運
送
制
度
」
の
活
用
検
討

 



旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
か
か
る
支
障
事
例
・
問
題
点
に
つ
い
て

（
１
）
過
疎
地
有
償
運
送
の
運
転
者
と
な
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
大
臣
認
定
講
習
は
実
施
機
関
が
少
な
く
、

講
習
形
態
も
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運
転
者
の
育
成
が
非
常
に
難
し
い
。

（
２
）
過
疎
地
有
償
運
送
に
必
要
な
「
市
町
村
運
営
有
償
運
送
等
運
転
手
講
習
」
は
、
実
施
機
関
が
３
カ
所

し
か
な
く
、
急
遽
、
運
転
者
の
確
保
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
対
応
が
難
し
い
。

各
地

域
に
あ
る
自

動
車

学
校

等
で
認

定
講

習
を
実

施
し
、
運

転
者

の
申

請
や

登
録

の
手

続
き
を
陸

運
支

局
で
は

な
く
、
市

町
村

の
窓

口
で
可

能
と
す
る
こ
と
。

（
１
）
人

材
が

少
な
い
地

域
の

課
題

に
対

し
て
機

動
的

か
つ
効

果
的

な
事

業
展

開
が

可
能

。
（
２
）
実
情
を
把
握
す
る
町
村
が
事
務
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
村
の
役
割
を
高
め
、
自
立
と

責
任
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る
。

国
か

ら
地

方
へ

の
権

限
移

譲

支
障
事
例
・
問
題
点

改
善
点

効
果
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